
令和元年度

「上ノ国町決算報告」「上ノ国町決算報告」「上ノ国町決算報告」
　９月15日から17日にかけ、第３回上ノ国町議会定例会が開催され、令和元年度
一般会計および特別会計（簡易水道事業、国民健康保険事業、介護保険事業、後期
高齢者医療事業、下水道事業）の歳入歳出決算が認定されました。

　９月15日から17日にかけ、第３回上ノ国町議会定例会が開催され、令和元年度
一般会計および特別会計（簡易水道事業、国民健康保険事業、介護保険事業、後期
高齢者医療事業、下水道事業）の歳入歳出決算が認定されました。

町政運営の基本的経費や事務事業に係る支出、町税や町政運営の基本的経費や事務事業に係る支出、町税や
地方交付税などを主とした収入を網羅した会計です。地方交付税などを主とした収入を網羅した会計です。●●❶一般会計一般会計

一般会計とは別に設けられている、独立した経理管一般会計とは別に設けられている、独立した経理管
理が行われる会計です理が行われる会計です●●❷特別会計特別会計

自治体間の財政の不均衡を是正し、必要な財
源を確保するための国からの交付金（国税の
うち、所得税、法人税、酒税、消費税から割当）

公共施設の建設事業費などの借入金

国や道から用途を特定されて交付される補助
金

町民税、固定資産税、軽自動車税など

繰入金、繰越金、財産収入、使用料、諸収入
など

項　　目 説　　　　　　　明 収 入 額

地方交付税

町 債

国・道支出金

町 税

そ の 他

２５億512万円

８億995万円

6億8,493万円

４億３,362万円

13億６,855万円

道路、学校、公営住宅の建設など、行政水準
の向上に直接寄与する経費
補助金、負担金、報償費および火災保険料な
ど

職員等の給与・役員報酬など

積立金基金に積み立てるために支出される経
費

借金の償還金（利子含む）

児童手当、生活保護費など

投資、出資金、貸付金など

項　　目 説　　　　　　　明 支 出 額

投　資　的　経　費

補　助　費　等

人　 件　 費

積　 立　 金

公　 債　 費

そ　 の　 他
扶　 助　 費

13億3,089万円

6億5,699万円

7億7,697万円

6億4,391万円

2億9,372万円
14億878万円

5億7,725万円

歳 入

217万円
58億

地方交付税地方交付税

町債町債

町税町税

国・道支出金国・道支出金

その他その他

歳 出

8,851万円
56億

投資的経費投資的経費

補助金等補助金等

その他その他

扶助費扶助費

公債費公債費

積立金積立金 人件費人件費

※各会計は端数を四捨五入しています。

会　　計　　名 歳入（収入）計 歳出（支出）計 差 し 引 き
2億6,513万円
6億3,113万円
7億6,610万円
7,097万円

2億2,879万円
19億6,212万円

2億6,513万円
6億1,346万円
7億4,507万円
7,072万円

2億2,879万円
19億2,317万円

0万円
1,767万円
2,103万円
25万円
0万円

3,895万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
後期高齢者医療事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
特 別 会 計 合 計

　
８
月
２７
日
、
役
場
前
の
国
道
で
上
ノ

国
小
学
校
と
上
ノ
国
中
学
校
、
上
ノ
国

高
校
の
児
童
生
徒
が
合
同
で
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
国
道
沿
い
の
歩
道
に
並
び

「
交
通
安
全
運
動
実
施
中
」
と
書
か
れ

た
横
断
幕
を
掲
げ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
上
ノ
国
高
校
３
年
の
徳
光
理
幸
さ
ん

は
「
小
学
生
か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、

色
々
な
人
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
継

続
で
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
９
月
７
日
か
ら
１０
日
、
北
海
道
漁
業

就
業
支
援
協
議
会
が
進
め
る
漁
業
就
業

体
験
を
指
導
漁
業
士
で
あ
る
小
砂
子
の

斉
藤
政
人
さ
ん
が
受
け
入
れ
、
札
幌
在

住
の
平
川
力
樹
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
ド
イ
ツ
や
ス

イ
ス
で
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
平
川
さ

ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
帰
国

し
、「
将
来
は
漁
師
に
な
り
た
い
」
と

い
う
思
い
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
中
は
波
が
高
く
実
際
に
漁

の
体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
船
上
で
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や

陸
作
業
を
体
験
し
、
よ
り
一
層
思
い
を

強
く
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
９
月
２０
日
と
２１
日
の
２
日
間
、
函
館
市

の
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
「
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
道
南
応
援
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
上
ノ
国
町
か
ら
道
の

駅
も
ん
じ
ゅ
が
出
店
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
海
道
新
聞
社
や

檜
山
町
村
会
な
ど
が
共
催
し
た
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

疲
弊
し
た
地
域
経
済
を
盛
り
上
げ
地
域

産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
会
場
に
は
机
や
椅
子
は
設
置
さ

れ
ず
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
形
式
で
の
飲
食
販

売
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
地
域
産

品
の
購
入
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
９
月
１９
日
と
２０
日
の
２
日
間
、
全
道

各
地
で
野
球
少
年
達
が
躍
動
し
ま
し
た
。

　
上
ノ
国
石
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
は
、
札

幌
市
で
開
催
さ
れ
た
太
陽
杯
に
檜
山
代

表
と
し
て
、
上
ノ
国
中
野
球
部
は
厚
沢

部
中
・
奥
尻
中
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
、

新
十
津
川
町
で
開
催
さ
れ
た
選
抜
大
会

に
函
館
支
部
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
三
笠
市
で
は
上
ノ
国
中
の

生
徒
も
所
属
す
る
檜
山
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
硬
式

と
軟
式
の
中
間
の
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る

Ｋ
ボ
ー
ル
の
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
試
合
も
１
点
差
負
け
で
初

戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
に
期

待
が
持
て
る
試
合
内
容
で
し
た
。

小
中
高
合
同
で

小
中
高
合
同
で

　
　

交
通
安
全
啓
発
運
動

　
　

交
通
安
全
啓
発
運
動

漁
師
に
な
り
た
い
！　

漁
師
に
な
り
た
い
！　

　
　

小
砂
子
で
漁
業
体
験

　
　

小
砂
子
で
漁
業
体
験

今
年
は
じ
め
て
の

今
年
は
じ
め
て
の

　

物
産
展
イ
ベ
ン
ト
出
店

　

物
産
展
イ
ベ
ン
ト
出
店

上
ノ
国
町
野
球
少
年
が

上
ノ
国
町
野
球
少
年
が

　
　

全
道
各
地
で
躍
動
！

　
　

全
道
各
地
で
躍
動
！
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